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2018（平成30）年10月1日号（2）

応募作品 日本語・英語自由
句部門＝お題「海」を写真ま
たは俳句で連想させるものを
募集▶日本語・英語課題句部
門＝課題写真に対して、日本
語・英語の俳句のみ募集
審査員（順不同）日本語作品＝
森村 誠一さん（作家・写真
俳句提唱者）、夏井 いつきさ
ん（俳人）など▶英語作品＝
デビッド・マクマレイさん

（国際俳人）
発表平成31年３月上旬（予
定 ） に コ ン テ ス ト 専 用 HP
http://matsuyamahaiku.
jp/contest/で発表（入賞者には電話またはeメールで通知）
賞日本語・英語自由句部門＝最優秀賞各1点（賞品３万円相当）など
応募方法平成31年１月14日（月・祝）（必着）。上記ホームページ、また
は郵送（日本語作品のみ）で作品と応募票（上記ホームページにあり）
を〒530-0005大阪府大阪市北区中之島2-3-18中之島フェスティバ
ルタワー 18階朝日カルチャーセンター瀬戸内・松山国際写真俳句事
務局へ

　9
月
1
日
に
、
県
石
油
商
業
組
合
か
ら
土
の
う
作
製

用
ペ
ー
ル
缶
96
缶
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
缶
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
の

風
水
害
で
の
活
動
に
必
要
な
土
の
う
を
1
人
で
容
易
に

作
製
で
き
る
た
め
、
防
災
活
動
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　野
志
市
長
は
「
一
つ
の
土
の
う
を
２
人
で
作
製
し
て

い
た
も
の
が
１
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
防
災

対
応
の
活
動
の
幅
が
広
が
る
」
と
今
後
の
防
災
活
動
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　寄
贈
い

た
だ
い
た

ペ
ー
ル
缶

は
市
内
消

防
団
40
分

団
に
整
備

し
ま
す
。

問
（消）
地
域

防
災
課
☎

926
９
２
２

9
・
FAX
926

９
１
８
9

　平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

の
被
災
を
見
舞
う
た
め
、
９

月
３
日
に
三
津
浜
花
火
大
会

実
行
委
員
会
か
ら
本
市
に
義

援
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　松
山
港
ま
つ
り
振
興
会
の

山
内
一
典
事
務
局
長
は
「
港

ま
つ
り
で
集
ま
っ
た
義
援
金

を
被
災
さ
れ
た
方
の
支
援
に

充
て
て
く
だ
さ
い
」と
語
り
、

野
志
市
長
は
「
必
ず
被
災
さ

れ
た
人
た
ち
の
た
め
に
役
立

て
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
来
庁
な
ど
に
よ
り
贈
呈
い
た
だ
い
た
団
体
】（
敬
称
略
）

義
援
金
え
ひ
め
ア
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
友
の
会
▼
松
山
港
ま

つ
り
振
興
会
▼
松
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
▼

HO
O

ST CU
P KIN

G
S EHIM

E

実
行
委
員
会

寄
附
金
一
般
社
団
法
人
日
本
野
球
機
構
▼
愛
和
電
設
株

式
会
社
▼
愛
媛
防
災
株
式
会
社

そ
の
他
多
く
の
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
（
平

成
30
年
8
月
28
日
～
９
月
7
日
分
）

問
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
８
１
４
・
FAX
934
３

１
５
７

　ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ツ
ア
ー
第
８
戦
松
山
大

会
が
、
９
月
１
・
２
日
、
堀
之
内

の
城
山
公
園
特
設
コ
ー
ト
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　愛
媛
で
の
開
催
は
２
０
１
６

年
、
２
０
１
７
年
の
伊
予
市
開
催

に
続
い
て
３
回
目
で
す
が
、
今
年

は
松
山
市
で
実
施
。

　開
会
式
で
、
野
志
市
長
は

「
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
迫
力
を
浜

辺
で
は
な
く
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
松
山
城

を
眺
め
な
が
ら
観
戦
で
き
る
こ

と
は
、と
て
も
魅
力
的
な
こ
と
」

と
話
し
ま
し
た
。

　大
会
に
は
、
男
女
各
12
チ
ー

ム
計
48
人
が
出
場
。愛
媛
勢
は
、

昨
年
の
え
ひ
め
国
体
男
子
優
勝

の
庄
司
憲
右
・
長
谷
川
徳
海
ペ

ア
（
県
競
技
力
向
上
対
策
本
部
）

が
、
約
１
年
ぶ
り
に
組
み
準
優

勝
し
ま
し
た
。
女
子
は
村
上
礼

華
・
坪
内
紫
苑
（
松
山
東
雲
女

子
大
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ア
と

出
場
し
、
惜
し
く
も
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
地
元
選
手

に
、
会
場
で
は
大
き
な
歓
声
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
推

進
課
☎
948
６
２
２
６
・
FAX
934
１

２
８
７

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ツ
ア
ー

２
０
１
８
松
山
大
会

松
山
市
で
初
開
催

株
式
会
社
フ
ジ
か
ら

高
規
格
救
急
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　２
０
１
７
年
度
に
創
業
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
株

式
会
社
フ
ジ
か
ら
地
域
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
本

市
へ
救
急
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　フ
ジ
藤
原
店
で
８
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
寄
贈
式
で

は
、
同
社
尾
﨑
英
雄
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら

野
志
市
長
へ
車
両
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　尾
﨑
会
長
は「
地
域
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に
貢
献
し
、

助
か
る
命
を
助
け
る
こ
と
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
野
志

市
長
は
「
市
民

の
命
を
守
る
力

添
え
に
感
謝
し

た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　寄
贈
さ
れ
た

救
急
車
は
、
市

南
消
防
署
東
部

支
署
へ
配
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
（消）
警
防
課
☎

926
９
２
２
０
・

FAX
926
９
１
８
８

愛
媛
県
石
油
商
業
組
合
か
ら

土
の
う
作
製
用
ペ
ー
ル
缶
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

義
援
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　松山市の顔となる都心部の景観の保全・向上のため、松山市景観
計画の景観形成重点地区として松山駅周辺および大手町通りを新た
に指定し、必要な方針
や基準を定めました。
　今回新たに追加した
松山駅周辺および大手
町通り景観形成重点地
区で建築などを行う場
合、30日 前 ま で に 景
観法に基づく届け出が
必要になります。
　建築などの際には、
計画に定められた景観
形成基準に適合するよ
うに施工してくださ
い。

10月１日から松山駅周辺および大手町通りで
景観計画の適用を開始します

第8回 瀬戸内・松山国際写真俳句コンテスト

問朝日カルチャーセンター瀬戸内・松山国際写真俳句事務局
☎06-6222-5224（日曜・祝日を除く10 ～ 18時）、
観光・国際交流課☎948-6558・FAX943-9001

子鯨を自由にさせて旅に出る
（愛知県  宙のふう）

日本語自由句部門 最優秀賞

N

松山城

松山市駅

松山駅

松山駅周辺
景観形成重点地区

大手町通り
景観形成重点地区

松山駅周辺および大手町通り
景観形成重点地区

　命
日
の
９
月
4

日
の
予
定
を
、
台

風
21
号
の
た
め
6

日
に
改
め
て
、
野

志
市
長
が
道
後
温

泉
本
館
の
生
み
の

親
で
あ
る
道
後
湯

之
町
の
初
代
町
長
・

伊
佐
庭
如
矢
の
墓

参
り
を
し
ま
し
た
。

　伊
佐
庭
如
矢
は
、
道
後
温
泉
を
日
本
一
の
観
光
地

に
し
よ
う
と
「
百
年
先
も
他
所
が
真
似
で
き
な
い
よ

う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
そ
れ
が
物

を
言
う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
ち
、

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　野
志
市
長
は
、
来
年
の
道
後
温
泉
本
館
保
存
修
理

工
事
を
迎
え
る
こ
と
で
、
道
後
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
墓
前
に
報
告
し
、
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

問
道
後
温
泉
事
務
所
☎
921
６
４
６
４
・
FAX
934
３
４
１
５

来
年
の
道
後
温
泉
本
館

保
存
修
理
工
事
開
始
を
墓
前
に
報
告

ペール缶を使った土のう作製

問都市デザイン課☎948―6848・FAX934―1807

作 品 募 集

強烈なスパイクで準優勝
の庄司・長谷川ペア

墓前で手を合わせる野志市長

寄贈された高規格救急自動車

http://matsuyamahaiku.jp/contest/
http://matsuyamahaiku.jp/contest/

